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元 気 い っ ぱ い 、 未 来 に 向 か っ て( 小 金 北 小 学 校 の 皆 さ ん)

年
歓
の
ご
あ
い
さ
つ

市 長

宮 間 満 寿 雄

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の

皆
様
に
は
、希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

松
戸
市
は

、
昭
和
1
8年
市
制
施
行
以
来
、
本
年
4
月
1
日
で
五
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
市
制
施
行
当
時
の
人
口
四
万
余
人
。
す
べ
て
が
戦
争

遂
行
に
動
員
さ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
時
代
で

し
た

。
幾
多
の
星
霜
を
重
ね
、
今
、
本
市
は
人
口
四
十
六
万
を
数
え
る

首
都
圏
の
一
大
都
市
と
し
て
成
長
、
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し

た
。

本
年
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
長
期
構
想
の
実
現
を
め

ざ
し
て

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
策
定
し
た
「
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
」
の
最

終
年
次
を
迎
え
ま
す
が
、「
二
十
一
世
紀
の
森
と

広
場
」
を
は
じ
め
文
化

会
館
「
森
の

ホ
ー
ル
2
1
」
な
ど
各
種
文
化
施
設
の
建
設
事
業
や

、
き
め

細
や
か
な
福
祉
施
策
な
ど
、
よ
り
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を
め
ざ
す

諸
施
策
は
順

調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
市
長
に
就
任
し
て

二
十
年
。
新
た
な
決
意
の

も
と
に

、
こ

の
松
戸
市
を

文
化
の
香
り

高
い
活
力

あ
る
生
活
都
市
・
心
の
ふ
れ
あ
う
豊
か
な
高
福
祉
都

市
"

と
す
る
た
め
全
力
を
傾
注
し
、
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
期
待
と
ご
信
託
に
お
こ

た
え
す
る
所
存
で

す
の
で

、
今
後
と
も
、
一
層
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

市議会議長

石 井 正 治

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

日
ご
ろ
皆
様
に
は

、
私
ど
も
市
議
会
議
員
の
議
会

活
動
に

対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

松
戸
市
は
、
昭
和
1
8年
に

市
制
を
施
行
し
て
以
来
、

早
く
も
今

年
で

五
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

、
四
十

六
万
市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に

、
ふ
か
ら

お
祝
い
を

す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん

。

特
に
、
皆
様
方
が
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
総
合
公
園
「
二
十
一

世
紀
の
森
と
広
場
」
、
文
化
会
館
「
森
の

ホ
ー
ル
2
1」
や
博
物
館
の
オ

ー

プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
都
市
づ
く
り
に

向
か
っ
て
確
実
に
前
進
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
社
会
は
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
が
進
み

、
そ
れ
と
と
も
に

皆
様
方
の
市
政
に
対
す
る
要
望
や
関
心
ご
と
も
大
き
く
様
変
わ
り
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
市
議
会
議
員
も
そ
の
様
な

状
況
を
的
確
に

捉

え

、
市
民
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
松
戸
市
を
他
に

誇
れ

る
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
都
市
に
す
る
た
め
、
今
後
と
も
よ
り
一

層
尽
く
し
て

ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い

ま
す
。

何
と

ぞ
相
変
わ
り
ま
せ

ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願

い

申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し

、
年
頭
の

ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。



まつど・思い出のアルバム

今
年
の
4

月
1
日
で
、
松
戸

市
は
満
五
十
歳
。

昭
和
1
8年
、
当

時
の
松
戸
町
・

高
木
村
・
馬
橋
村
が
合
併
し
、

県
内
で
七
番
目
の
市
と
し
て
松

戸
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、
五
十

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

古
い
写
真
か
ら
、
松
戸
市
の

歴
史
を
振
り
返
つ
て
み
ま
し
ょ

う

。
昭和18年

「松戸市」が誕生

昭和18年4 月2 日の朝日新聞。「祝

福の松戸市制」という見出しで、

松戸市の誕生を報じています。

昭和30年ころ・角町(現在の松戸1600 番地付近)を行進

する消防隊( 本田幸雄さん提供)

昭和30年ころ・北松戸、龍善寺付近を走る浅草寿町行

きバス。昭和28年に松戸~浅草間に、京成バスが運行

を開始しました。(田中秀雄さん提供)

昭和30年ころ・馬橋小学校運動会でのスナップ

(田中秀雄さん提供) 昭和34年・小学校の授業風景( 矢切小学校)

昭
和
3
0年
こ
ろ
・
水
戸
街
道
(
現
在

の
県
道
松
戸
野
田
線
、
本
町
付
近
)

年 表

ま
つ
ど
5
0年

青字…市内の動き

赤字…社会の動き

昭
和
1
8年

1
9年
2
0年
2
1年

2
2年

2
4年

2
5年

2
6年

2
7年

2
8年

2
9年

3
0年

3
1年

3
2年

3
3年
3
4年

松
戸
町
・
高
木
村
・
馬
橋
村
が
合
併
し
、
県

下
七
番
目
の
市
と
し
て
松
戸
市
が
誕
生
(
人

口
四
万
四
百
三
十
三
人
、
初
代
市
長
・
門
六

郎
氏
)

東
京
が
都
制
を
実
施

B
2
9本
土
空
襲
を
開
始

日
本
無
条
件
降
伏
、
終
戦

市
立
国
民
学
校
が
市
立
小
学
校
と
改
称
(
中

部
・
矢
切
・
南
部
・
北
部
・
東
部
・
高
木
・

高
木
第
二
・
馬
橋
小
、
小
金
町
立
小
金
小
)

六
・
三
制
男
女
共
学
の
新
学
制
制
定

市
立
第
一
・
第
二
・
第
四
・
第
六
中
学
校
開

校公
選
初
代
市
長
に
恩
田
明
氏
就
任

日
本
国
憲
法
施
行

相
模
台
の
干
葉
農
業
専
門
学
校
が
干

葉
大
学

園
芸
学
部
に
な
る

日
本
国
有
鉄
道
、
専
売
公
社
発
足

松
戸
電
報
電
話
局
が
開
局

常
磐
線
松
戸
～
取
手
間
が
電
化

第
一
回
松
戸
市
文
化
祭
開
催

湯
川
秀
樹
氏
が
日
本
人
と
し
て
初
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
(
物
理
学
賞
)
を
受
賞

万
満
寺
金
剛
力
士
像
が
国
の
重
要
文
化
財
に

な
る
朝
鮮
戦
争
始
ま
る

中
部
小
内
に
市
立
図
書
館
開
設

日
米
安
全
保
障
条
約
に
調
印

徳
川
武
定
氏
が
戸
定
の
土
地
、
屋
敷
(
現
在

の
戸
定
邸
)
を
市
へ
寄
付

松
戸
駅
に
東
口
を
開
設

元
山
に
自
衛
隊
の
前
身
の

保
安
隊
設
置

N
H
K
テ
レ
ビ
本
放
送
を
開
始

松
戸
~
浅
草
間
に
京
成
バ
ス
運
行
開
始

小
金
町
の
大
部
分
を
松
戸
市
に
編
入
(
人
口

は
六
万
六
千
七
百
九
人
に
)

消
防
本
部
、
消
防
署
制
度
が
発
足

市
政
協
力
委
員
制
度
が
発
足

青
函
連
絡
船
洞
爺
(
と
う
や
)
丸
が
転
覆

新
京
成
電
鉄
松
戸
~
京
成
津
田
沼
間
が
開
通

一
円
の
ア
ル
ミ
貨
幣
が
誕
生

沼
南
村
の
一
部
高
柳
地
区
な
ど
を
編
入

日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟

松
戸
電
報
電
話
局
新
局
社
が
完
成
、
電
話
が

自
動
化
さ
れ
る

一
万
円
札
を
発
行

皇
太
子
ご
成
婚

市
役
所
が
現
在
の
伊
勢
丹
駐
車
場
付
近
か
ら

根
本
に
移
転

専
修
大
学
松
戸
高
校
開
校

祝福の松戸市制



昭和35年

常盤平団地入居開始

人口急増の時代へ

昭和34年・造成後間もない常盤平

駅前風景

昭和35年・入居が開始された常盤平団地での、引っ越し風景

昭和43年・国道6 号線、2中横の立体交差が開通。写真は開通式の様子

昭和44年

すぐやる課誕生

昭和44年・すぐやる課が誕生し、アイデア市長と

いわれた故・松本清市長とともに、松戸市が全国

から注目されました。

昭和44年・道路側溝の補修をする

すぐやる課の職員

3
5年

3
6年

3
7年

3
8年

3
9年

4
0年

4
1年

4
2年

4
3年

4
4
年

4
5年

4
6
年

常
盤
平
団
地
の
入
居
が
始
ま
る

稔
台
と
北
松
戸
に
工
業
団
地
造
成

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

市
営
火
葬
場
が
完
成

国
道
六
号
線
松
戸
バ
イ
パ
ス
開
通

ガ
ガ
ー
リ
ン
(
旧
ソ
連
)
人
類
初
の
宇
宙
飛
行

市
営
小
金
上
水
道
が
給
水
を
開
始

常
盤
平
支
所
を
設
置

県
道
松
戸
流
山
線
が
開
通

北
松
戸
に
初
の
市
立
保
育
所
が
開
所

米
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
る

県
の
出
先
機
関
東
葛
飾
支
庁
が
開
設

観
光
梨
園
始
ま
る

東
海
道
新
幹
線
が
開
通

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催

市
民
会
館
が
開
館

県
立
小
金
高
校
、
聖
徳
学
園
短
大
が
開
校

小
金
支
所
、
小
金
消
防
署
の
合
同
庁
舎
が
完
成

中
央
公
園
内
に
初
の
市
営
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
オ

ー
プ
ン

日
本
の
人
口
が
一
億
人
を
突
破

市
立
病
院
が
小
山
か
ら
上
本
郷
へ

移
転

消
防
本
部
と
中
央
消
防
署
の
合
同
庁
舎
完
成

中
央
公
園
に
市
営
プ
ー
ル
完
成

移
動
図
書
館
車
「
み
ど
り
号
」
巡
回
開
始

超
高
層
霞
が
関
ビ
ル
完
成

川
端
康
成
氏
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

郵
便
番
号
制
度
開
始

八
ヶ
崎
に
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
開
設

第
九
代
市
長
に
松
本
清
氏
就
任

東
京
大
学
紛
争
激
化
、
入
試
が
中
止
に

松
戸
警
察
署
が
宮
前
町
か
ら
小
根
本
に
移
転

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

松
戸
税
務
署
が
小
根
本
に
移
転

ア
ポ
ロ
1
1号
に
よ
る
人
類
初
の
月
面
踏
査

す
ぐ
や
る
課
が
誕
生

市
内
初
の
デ
パ
ー
ト
「
扇
屋
」
開
店

万
国
博
覧
会
大
阪
で
開
催

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松
風
荘
」
開
所

市
役
所
新
館
完
成

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
公
害
が
問
題
と
な

り
始
め
る

銀
座
で
歩
行
者
天
国
が
始
ま
る

軽
井
沢
に
市
立
林
間
学
園
開
設

県
立
松
戸
養
護
学
校
開
校

松
戸
駅
新
駅
舎
完
成

竹
ヶ
花
跨
(
こ
)
線
橋
完
成
(
旧
水
戸
街
道
の

踏
切
が
閉
鎖
)

旧
警
察
署
跡
に
郵
便
局
庁
舎
完
成

常
磐
線
複
々
線
化
、
地
下
鉄
千
代
田
線
が
乗

り
入
れ
を
開
始

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
開
校

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
が
開
園

市
川
松
戸
有
料
道
路
が
全
線
開
通

運
動
公
園
に
武
道
館
と
プ
ー
ル
完
成



まつど・思い出のアルバム

昭和46 年

オーストラリアの

ボックス・ヒル市と

姉妹 都市に

ボックス・ヒル市との姉妹都市提携を機に、

市の木としてユーカリが指定されました。

昭和48年・松戸駅西口都市改造工事

昭和49年・伊勢丹松戸店オーブン
昭和49年・第1 回松戸まつり( 従来の産業まつりを改名) を開催

昭和53年・ごみの4 分別収集を開始

4
7年

4
8年

4
9年

5
0年

5
1年
5
2年

5
3年

5
4年

5
5年

5
6年

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
札
幌
大
会
開
催

栗
ヶ

沢
公
園
庭
球
場
オ
ー
ブ
ン

沖
縄
が
日
本
に
復
帰

最
初
の
市
民
セ
ン
タ
ー
常
盤
平
に
オ
ー
ブ
ン

日
中
国
交
正
常
化
、
パ
ン
ダ
二
頭
が
贈
ら
れ
る

運
動
公
園
に
野
球
場
完
成

第
一
回
市
民
運
動
会
を
開
催

円
か
変
動
相
場
制
へ

移
行

国
鉄
武
蔵
野
線
(
新
松
戸
~
府
中
本
町
間
)

開
通
松
本
市
長
急
逝
に
伴
う
市
長
選
挙
で
第
十
一

代
市
長
に
宮
間
満
寿
雄
(
現
市
長
)
が
当
選

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ

ク

干
葉
国
民
体
育
大
会
(
若
潮
団
体
)
開
催
、

市
内
で
は
庭
球
と
自
転
車
競
技
を
実
施

江
崎
玲
於
奈
氏
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

市
立
図
書
館
の
新
館
オ
ー
ブ
ン

佐
藤
栄
作
元
首
相
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

第
一
回
こ
ど
も
ま
つ
り
を
開
催

第
一
回
松
戸
ま
つ
り
(
従
来
の
産
業
ま
つ
り

を
改
称
)
を
開
催

文
化
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

第
一
次
総
合
五
か
年
計
画
カ
ス

タ
ー
ド

伊
勢
丹
松
戸
店
が
開
店

山
陽
新
幹
線
(
新
大
坂
~
博
多
間
)
開
通

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

市
立
松
戸
高
校
が
開
校

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
ガ
オ
ー
ブ
ン

野
菊
野
・
牧
の
原
・
梨
香
台
団
地
入
居
開
始

ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
発
覚

総
合
福
祉
会
館
・
青
少
年
会
館
が
開
館

衛
生
会
館
が
開
館

プ
レ
ハ

ブ
校
舎
完
全
解
消

休
日
夜
間
急
病
診
療
所
開
設

松
戸
市
長
期
構
想
決
定

休
日
歯
科
診
療
所
開
設

ご
み
の
四
分
別
収
集
始
ま
る

松
雲
亭
完
成

成
田
新
東
京
国
際
空
港
が
開
港

市
立
林
間
学
園
白
樺
高
原
荘
が
完
成

武
蔵
野
線
の
新
松
戸
~
西
船
橋
間
が
完
成
し

全
線
開
通

国
公
立
大
学
の
共
通
一
次
試
験
制
度
始
ま
る

松
戸
花
火
大
会
十
五
年
ぶ
り
に
復
活

松
戸
三
郷
有
料
道
路
が
開
通

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
体
育
館
と
プ
ー
ル

が
完
成

勤
労
会
館
、
婦
人
会
館
が
開
館

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
が
発
足

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
(
体
育
館
・
プ
ー
ル
な

ど
も
)
完
成

県
下
初
の
障
害
者
福
祉
都
市
の
指
定
を
受
け

る東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
完
成

生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ブ
ン

市
民
劇
場
オ
ー
プ
ン



平成2 年.「ごみを減らす課」が誕生

昭和62年 ・常盤平さくら通りが、「日本の道百選」に選ばれました。

総合公園「21世紀の森と広場」と博物館は今春同時にオープンします。文化会館

は昨年、愛称が「森のホール21」に決まり、11月のオーブンを目指しています。

平成5 年

21世紀の森と広場がオープン

文化会館と博物館も

園内にオープンします

総合公園・21世紀の森と広場

文化会館・森のホール21松戸市立博物館

5
7
年

5
8年

5
9年

6
0年

6
1年

6
2
年

6
3年

平
成
元
年

五
百
円
硬
貨
発
行

第
一
回
松
戸
マ
ラ
ソ
ン
開
催

松
戸
駅
西
ロ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
完
成

東
北
新
幹
線
・
上
越
新
幹
線
開
通

消
防
局
新
庁
舎
が
完
成

市
内
全
小
中
学
校
に
視
聴
覚
機
器
を
配
備

金
融
機
関
の
第
二
土
曜
日

休
業
が
始
ま
る

市
役
所
の
窓
口
業
務
オ
ン
ラ
イ
ン
化

自
転
車
放
置
防
止
条
例
を
施
行

一
万
円
、
五
千
円
、
千
円
の
新
札
発
行

小
金
原
体
育
館
開
館

松
戸
東
警
察
署
が
開
署

電
々
公
社
、
専
売
公
社
が
民
営
化

中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
完
成

日
航
ジ
ャ
ン

ボ
機
墜
落

厚
生
省
か
ら
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
の

指
定
を
受
け
る

松
戸
駅
西
口
地
下
駐
車
場
が
完
成

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
原
発
事
故
発
生

松
戸
駅
西
ロ

デ
ッ
キ
完
成

夜
間
急
病
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト

国
鉄
民
営
化
、
J
R
に
な
る

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
松
寿
園
」
オ
ー

プ
ン
県
立
西
部
図
書
館
が
開
館

常
盤
平
さ
く
ら
通
り
が
日
本
の
道
百
選
に

馬
橋
小
学
校
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
授
業
開
始

市
営
白
井
聖
地
公
園
が
第
一
回
公
募

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
(
青
函
連
絡
船
廃
止
)

瀬
戸
大
橋
開
通

総
務
部
に
婦
人
担
当
室
(
現
在
女
性
課
)
を

設
置
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
完
成

旅
券
事
務
所
東
葛
飾
分
室
ガ
オ
ー
プ
ン

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

個
人

情
報
保
護
条
例
が
施
行

消
費
税
導
入

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

天
安
門
事
件
(
中
国
・
北
京
)
が
起
こ

る

ご
み
を
減
ら
す
課
が
誕
生

中
学
校
給
食
が
二
校
で
開
始

顧
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
、
纒
ま
つ
ど
街
と

水
辺
の
緑
化
基
金
が
設
立

中
東
で
湾
岸
戦
争
が
起
こ

る

統
一
ド
イ
ツ
誕
生

北
総
線
全
線
開
通

長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
で
大
規
模
火
砕
流
が
発

生戸
定
が
丘
歴
史
公
園
オ
ー
プ
ン

ソ
連
邦
消
滅
、
独
立
国
家
共
同
体
が
誕
生

公
立
学
校
の
週
五
日
制
ス
タ
ー
ト

毛
利
衛
さ
ん
搭
乗
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

打

ち
上
げ
成
功

大
金
平
消
防
署
が
開
署

2
年

3
年

4
年



未
来
の
松
戸
を

描
い
て
み
た
ら

●

●

●

21世紀の松戸駅
中部小学校四年照沼敦朗くん

透
明
な
東
京
ド
ー
ム
み
た
い
な
カ

プ
セ
ル
に
覆
わ
れ
た
街
を
つ
く
り
、

特
急
電
車
や
動
く
歩
道
が
そ
の
中
を

走
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

車
は
公
害
が
な
い
よ
う
に
し
、
空

気
は
い
つ

も
き
れ
い
で
す
。
自
然
は

残
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

み
ら
い
の
ぼ
く
の
松
戸
研
究
所

殿
平
賀
小
学
校
二
年

磯
村

亮
輔
く
ん

ぼ
く
は
、
松
戸

市
に
動
物
や

植
物
の
研
究
所
が
、
あ
っ
た
ら

よ
い

と
思
い

ま
す
。

三

才
の
時
、
ぼ
く
の
家
の
回

り
に

は
、
ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
小
さ
な
平
家
ボ
タ

ル
で
、
ぼ
く
の
手
の
中
で
光
っ

て
い

ま
し
た
。

今
で
は
、
マ

ン

シ

ョ
ン

が

い
っ
ぱ
い
た
ち
ま
し
た
。
田
ん

ぼ
は

、
う
め
ら
れ
、
畑
に
な
り

ま
し
た
。
わ
き
水
の
出
て
い

る

所
も
ち
ゅ
う
車
場
に
な
り
、
ホ

タ
ル
も
い
な
く
な

っ
て

し
ま
い

ま
し
た
。
ぼ
く
の
弟
は
、
ホ
タ

ル
を
見
た
こ

と
か
お
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
、
ホ
タ
ル
を
見
ら
れ

る
よ
う
な
自
ぜ
ん
い
っ
ぱ
い
の

松
戸
に
も
ど
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
家
の
回
り
の

畑
で
は
、

じ
ょ
草
ざ
い
を
ま
き
ま
す
。
み

ど
り
の
ざ
っ
草
は
、
つ

ぎ
の
日

に
は

、茶
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
や
小
さ

な
虫
た
ち
の
し

が
い
が
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
た
ち
が
守
っ
て
あ
げ

な
け
れ
ば
、
い
つ
か
松
戸
か
ら

虫
が
い
な
く
な

っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。
め
す
ら
し
い
草
花
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

ぼ
く
は
、
お
じ
ぎ
草
が
ほ
し

く
て
し
か
た
が
な
い
け
れ
ど
、

日
本
で

は
、
自
ぜ
ん
に
生
え
て

い
る
も
の
が
、
め
ず
ら
し
く
な

っ
て
い
る
ら
し
い
で

す
。
父
や

母
は
、

「
小
さ
い
時
、
学
校
の
帰
り
道

の
土
手
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
お
じ
ぎ
草
を
さ
が
し
て
ふ
や

し
て
み
た
い
。
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
松
戸
に
だ
っ
て

、
こ
ん
な

に
か
わ
い
い
草
が
あ
る
と
言
え

る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

そ
こ
で

、
考
え
た
の
は
、
ぽ

く
の
松
戸
に
小
さ
な
生
き
物
を

守
っ
て

あ
げ
ら
れ
る
研
究
所
を

作
る
の
で

す
。

ぼ
く
の
い
な
か

に
は
、
い
で
ん
学
研
究
所
が
あ

り
ま
す
。
黄
色
の
さ
く
ら
ん
ぽ

や
、
ぼ
く
た
ち
に
も
育
て
ら
れ

る
カ
イ
コ
な
ど
た
く
さ
ん
の
生

き
物
が
い

っ
ぱ
い
い
ま
す
。

ぼ
く
の
町
に
は
、
も
っ
と
す

ば
ら
し
い

バ
イ
オ
の
研
究
所
が

あ
り
ま
す
。
た
ま
ご
が
ふ
化
す

る
所
が
、
だ
れ
で

も
ガ
ラ
ス

ご

し
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
よ
年
、
ぼ
く
は
、
く
わ
の

葉
で

カ
イ
コ
を
育
て
ま
し
た
。

く
わ
の
葉
を
さ
が
す
の
が
た
い

へ
ん
で
し
た
。
今
、
長
野
県
で

研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
リ

ン
ゴ
で
育
つ
カ
イ
コ
を
ぼ
く
は

見
て
み
た
い
で

す
。

ぼ
く
の
研
究
所
に
は
、
植
物

が
あ
っ
て
、
東
京
ド
ー
ム
の
よ

う
な
た
て
物
に
、
日
本
の
気
こ

う
を
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

分

け
て

お
き
ま
す
。
こ
の
ド
ー
ム

の
中
で
、
春
夏
秋
冬
の
植
物
が

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
の
は
、
す

ご
い

な
あ
と
思
い

ま
す
。

ぼ
く
が
、
大
き
く
な
っ
て
、

そ
の
研
究
所
で

色
々
な
生
き
物

を
守
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま

す
。

ぼ
く
が
、
今
で
き
る
こ
と
は
、

水
道
の
じ
ゃ
口
を
し
っ
か
り
と

し
め
て
、
水
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
す
。
食
事
を
の
こ
さ
ず
食

べ
て

、
生

ご
み

を
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
、
ホ
タ
ル

が
す
め
る
よ
う
な
空
気
が
き
れ

い
で
、
み
ど
り
が
た
く
さ
ん
あ

る
松
戸
市
を
つ
く

っ
て
い

く
一

人
で
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
制
施
行
五
十
周
年
記
念

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最

優

秀

・

優

秀

作

品
を

展

示

し

ま

す

二

十

一

世

紀
の

松

戸

市
を

担

う
子

供

た

ち
に

、

未

来
の

松

戸

市
に

つ

い
て

考
え

て

も
ら

い

、

夢
や

希

望

を

自
由
に

思

い

描

い

て

も
ら

い

ま
し

た

。

市

内

の
小

・
中

学

校
か

ら

、

絵
画

七

百
四

十
二

点

、
作

文

九

百

二

十

一

点
の

応

募

が

あ
り

、

上

欄
で

紹

介
し

た

最

優
秀

賞

を

始

め

、

百
四

十

四

点
の

入

賞

が

決

ま

り

ま
し

た

。

最
優
秀
・
優
秀
作
品
が
、
次

の

と
お

り

展

示
さ

れ

ま
す

。

期
日
…
1
月
1
6
日
出
~
2
9
日

廊
場

所
=
松

戸

駅

市
民

ギ

ャ
ラ

展

示

作
品

・
小

学

校
の

部

…

〔
絵

画

・

最
優

秀

賞

〕
照

沼

敦

朗

(
中

部

小
)

〔
同

・

優

秀
賞

〕

安

蒜

真

璃
子
(

松

ヶ
丘

小
)
、
宮

本

寛

之
(

常
盤

平

第
三

小
)
、
山

下

昌

起
(

松

ヶ
丘
小
)
、
山

崎

浩

子
(

聖

徳
大

学

付

属
小
)
、
須

賀

健
雄
(

矢
切

小
)

〔

作
文

・
最

優

秀
賞

〕
磯

村

亮

輔
(

殿

平

賀

小
)
〔
同

・
優

秀
賞

〕
武

部

史
(
聖

徳
大

学
付

属

小
)
、
野
田

万

里
子

（
貝
の
花
小
)
、
關
根
太
朗
（
上

本

郷

小
)
、
貴

志

裕

美
(

新

松

戸

南
小
)
、
加
藤

愛

理
(

八

ヶ
崎

第

二

小
)

中

学

校
の

部
E
〔

絵
画
・
最

優

秀
賞

〕

武
田

浩

平
(

第

三

中
)

〔
同

・

優

秀
賞

〕

加
藤

め

ぐ
み

(
新

松
戸

南

中
)
、
鹿
野

彰
(

第

三

中
)
、
竹

谷

郁
衣
(

第

二

中
)
、

竹
丸

絎

久
恵
(

第
五

中
)
、
福
山

輝

彦
(

常
盤

平

中
)
〔
作

文
・
最

優

秀

賞
〕

丹

藤

美
友

紀
(

牧

野

原

中
)
〔
同

・

優

秀
賁

〕
納

冨

健

示

金
中
)
、
梅
山

文

暁
(

金

ヶ

作

中
)
、
齊

藤

恵
(

第

二

中
)
、
吉

野

佳
代

子
(

第
三

中
)
、
高

嶋
美

佳
(

和

名

ヶ
谷

中
)
〔
敬

称

略
〕

※
絵

画

は

、
佳

作
(

小

学
生

四

十

点

、

中

学
生

二
十

点
)

も

展

示

さ

れ
ま

す

。

黷
五

十

周

年
準

備

室

よ
こ
す
か
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ

ン
サ
ー
ト

1

月
1
7
囗

興

午

後
2

時

開

演

会

場

市
民

会

館

費
用

無

料

内

容

ホ
ル

ス

ト

「

吹
奏

楽

の

た

め

の

組

曲
第

一

番

」
、
ヨ
(

ン

ー

シ

ュ

ト
ラ

ウ
ス
「

皇

帝
円

舞

曲
」

な

ど

黯

八

嶋

｀
6
9
-
↓
4
7
0

番

母

子

家

庭

巡

回

相

談

会

母

子

相

談

員

、
母

子

福

祉

推

進

員

、
福

祉

事

務

所
職

員

が
相

談
に

当

た
り

ま

す

。

1

月
1
1一
日

興

午

後
1

時
3
0
分

～
3

時
3
0
分

会
場

東

部

支
所

崑

福

祉
事

務

所

福
祉

係

市
立
保
育
所
臨
時
保
母
・
非

常
勤
保
育
従
事
職
員
を
募
集

し
ま
す

黯
保
育
所
課
管
理
係

臨時保母 非常勤保育従事職員

対 象

勤務時問

賃金

勤務場所

保母の資格を持つ55歳くらい
までの健康で保育に熱意のあ
る人
平 日…午前9 時~午後4 畤
土曜日…千前9 時~正午
時 給…840円(健康保険、厚
生年金制度あり)

交通費…月額7,500円まで(2
キロ以上)

市立保育所

55歳くらいまでの健康で保育
に熱意のある人
朝 …午前8 時~9時
夕 方・‥午後4 時~6時
土曜日…正午~午後3 時
時 給…800円

交通費‥・月額6,000円まで(2
キロ以上)

市立保育所



子
供
た
ち
が
自
由
に
思
い
描
く
未
来
の
松
戸
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
絵
画
と
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

出
品
作
か
ら
、
各
部
門
の
最
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

※
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
、
松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
右
ペ
ー
ジ
下
段
の
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

近未来の松戸駅周辺
第三中学校一年武田浩平くん

四
十
年
後
く
ら
い
の
松
戸
を
イ
メ

ー
ジ
し
ま
し
た
。

大
き
な
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
中
に
建
物
な
ど
も
入
れ
、
温
度

や
空
気
の
状
態
な
ど
も
調
整
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
も
走
ら
せ

た
い
で
す
。
緑
を
大
事
に
し
た
明
る

い
街
が
い
い
で
す
ね
。

二
十
歳
の
誕
生
日
に

牧
野
原
中
学
校
一
年

丹

藤
美
友
紀

さ
ん

二
千
年
十
月
五
日
、
今
日
は

私
の
二
十
歳
の
誕
生
日

。
二
十

一
世
紀
ま
で

あ
と
八
十
日
余
り

と
な
り
ま
し

た
。
私
の
住
ん
で

い

る
松
戸

市
は
こ
の
八
年
間
、

市
民
が
一
体
と
な

っ
て

「
住
み

よ
い
町
づ
く
り
、
き
れ
い
な
水

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の

成
果
は
市
の
い
た
る

所
に
現
れ
て

き
た
の
で

、
私
は

二
十
歳
の
誕
生
日
を
記
念
し
て

、

松
戸
め
ぐ
り
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

松
戸
駅
西
口
駅
前
広
場
、
八

年
前
は
ハ
卜
の
ふ
ん
の
粉
が
舞

い
上
が
り
、
友
達
を
待
っ
て
い

る
の
が
つ
ら
い
所
で
し

た
。
し

か
し
、
三

年
前
二
十
一
世
紀
の

森
と
広
場
の
と
な
り
に
鳥
の
楽

園
が
完
成
し
、
そ
こ
に
ハ
卜
も

住
む
よ
う
に

な
っ
だ
の
で
、
今

は
た
く
さ
ん
の
人
が
出
会
い
を

楽
し
ん
で
い

ま
す
。

駅
か
ら
江
戸
川
に
向
か
っ
て

歩
い
て
い
く
と
、
石
畳
の
わ
き

に
は
、
ベ
ゴ
ニ
ア
が
赤
・
ピ
ン

ク
・
白
と
延
々
と
続
い
て
い
ま

す
。
葉
も
花
に
負
け
な
い
ほ
ど

鮮
や
か
な
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。

市
を
走
る
車
や
バ
ス
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
け
む
り
が
で
て
い
な
い

の
で
、
こ
ん
な
に
花
も
元
気
な

の
で
す
。

や
が
て

、
春
雨
橋
の
か
か
る

坂
川
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、
き
れ

い
な
水
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
、
下

水
道
・
汚

水
処
理
施
設

が
完
備
さ
れ
、
坂
川
は
八
年
前

に
は
想
像
も
つ

か
な
か

っ
た
ほ

ど
き
れ
い
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
う
言
え

ば
、
私
の
出
身
校

で
あ
る
牧
野
原
中
学
校
の
す
ぐ

前
か
ら
流
れ
出
す
春
木
川
も
ず

い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

。

八
年
前
ま
で
、
私
は
春
木
川

が

川
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
工

場
か
ら
の
排
水
や
生
活
排
水
な

ど
で

、
そ
れ
は
も
う
目
を
お
お

い
た
く
な
る
ほ
ど
の
汚
水
で
し

た
か
ら
、
川
と
は
呼

べ
な
か

っ

た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
自
覚
に
よ
っ
て

、

春
木
川
が
川
と
し
て
復
活
で
き

た
の
で
す
。
一
週

間
後
、
小
学

生
達
に
よ
っ
て

、
メ

ダ
カ
が
千

匹
放
流
さ
れ
る
の
で
す
。
私
は

一
週
間
後
の
メ
ダ
カ
の
放
流
を

絶
対
に
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

き
れ
い
な
坂
川
を
あ
と
に
し

て

、
今
度
は
駅
の
東
側
に
あ
る

中
央
公
園
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

数
多
く
あ
る
木
々
が
少
し

紅
葉

し
は
じ
め
て

い
ま
す
。
小
さ
な

子
供
達
は
走
り
、
大
人
達
は
ゆ

っ
た
り

と
体

を

休
め
て

い

ま

す
。
道
に
も
広
場
に
も
、
ゴ
ミ

は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
落

ち
て
い
ま
せ

ん
。
だ
れ
か
が
そ

う
じ
を
し
て
い

る
と
い
う
わ
け

で
は

な
く
、
市
民
一
人
ひ

と
り

の

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の

で

す
。
私
は
と
て
も
気
分
の
い

い

時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
の
松
戸
め
ぐ
り
は
、
松

戸

市
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
し

た

が
、
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、

き
れ
い
な
水
づ
く
り
」
運
動
は
、

松
戸

市
全
体
に
実
を
結
ん
だ
の

で
す

。
私
は
、
市
民
の
一
人
と

し
て
松
戸
市
を
ほ
こ
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
あ
、
次
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
行
か

な
く
て
は
…
…
。

二

年
前
か
ら
週
に
一
度
、
お
年

寄
り
の
方
々
と

音
楽
を
楽
し

び

時
間
を
も
っ
て
い

る
の
で

す
。

さ
て
、
今
日

は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん

達
、
何
の
歌
を
う
た
う
の
か
し

ら
…
…
。

文
化
ホ
ー
ル
特
別
展

子
ど
も
の
あ
そ
び
I
い
ま
・
む
か
し
i

古
い
時
代
か
ら
子
供
た
ち
は
、

遊
び
の
中
か
ら
創
造
性
を
育
て

て
き
ま
し
た
。

現
在
、
子
供
た
ち
の
生
活
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
遊
び

は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

郷
土
の
遊
び
を
見
直
し
、
親

と
子
が
語
り
合
え
る
場
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

会
期
…
1
月
8

日
脂
~
3

月

2
1日
面
、
午
前
1
0時
~
午
後
6

時
(
月
曜
休
館
)

会
場
・
・
文
化
ホ
ー
ル

費
用
・
:無
料

憩
文
化
ホ
ー
ル

容
6
7
-
7
8
1

0
番

日 時 内 容 実 演 者

1/16C土)
盂

2で

3淙

分

お年玉、ビー玉、おはじきなど 根守洋子さん

17(日) ベーごま、こま、たこなど 鈴木 哀さん

23出 紙芝居実演 福村 治雄さん

24(日) 紙鉄砲、ねんぼうなど 岩佐 敏雄さん

3/20(±) ドングリ笛、草笛など 大井 弘好さん

21(日) 竹とんぼ、ビュンビュンなど 戸張伝兵衛さん

ま
つ
ど
・
未
来
の
遊

び ド
ラ
マ

ー
シ
ア
タ
ー

「
あ
し
た
天
気
に
な

-
れ
」
・
文
子
の
日
記

昔

の

学

校

松

戸

の

小

学

校

お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
の
時
代

紙
芝

居

と

物

売

り

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
時
代

遊

び

の

歴

史

比
べ
て
み
よ
う
昔
と

今
コ

ー

ナ

ー

現
在
の
子
供
た
ち
の
遊
び
と
、
5
0年

後
の
遊
び
を
考
え
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
自
由
に

遊
び
を

描
吉
彦
し
よ
う
。

昭
和
2
0年
代
か
ら
4
0年
代
に
小
学
生

時
代
を
過
ご
し
た
人
の
思
い
出
を
語

っ
た
作
品
。
8
0ィ
ン
チ
ス
ク
リ
j
ン

で
上
映
。

木
造
校
舎
の
教
室
で
展
開
さ
れ
た
授

業
風
景
を
再
現
し
ま
す
。

掛
け
図
、
お
弁
当
温
め
箱
、
そ
ろ
ば

ん
、
オ
ル

ガ
ン
な
ど

市
内
の
学
校
の
歴
史
と
、
制
度
の
変

遷
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
2
0年
代
か
ら
4
0年
代
の
小
学
生

の
あ
そ
び
を
紹
介
し
ま
す
。
駄
菓
子

屋
と
、
そ
の
茶
の
間
も
再
現
。

花
火
、
ぬ
り
え
、
セ
ル
ロ
イ
ド
、
フ

ラ
フ
ー
プ
を
す
る
人
形
、
ち
ゃ
ぶ
台

な
ど

自
転
車
に

乗
せ
て
や
っ
て
来
る
紙
芝

居
屋
を
再
現
展
示
し
ま
す
。

大
正
か
ら
昭
和
2
0年
こ

ろ
ま
で
の
子

供
の
遊
び
を
、
古
老
か
ら
の
聞
き
と

り
を
も
と
に
再
現
し
ま
す
。

竹
馬
、
竹
ト
ン
ボ
、
羽
子
板
、
お
手

玉
な
ど

古
代
か
ら
の
遊
び
の
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

起
こ
し
絵
、
双
六
(
す
ご
ろ
く
)
、
石

け
り
、
め
ん
こ
な
ど

世
代
別
に

遊
び
に
つ
い
て
特
色
を
探

り
ま
す
。 展

示

内

容



2月から

住
民
票
、
戸
籍
謄
・
抄
本
に
新
サ
ー
ビ
ス

各
支
所
に
、
休
日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

各
支
所
に
、
休
み
の
日
や
夜

間
で
も
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
・
抄
本
が
請
求
で
き
る
よ

う
、
休
日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ

ク
ス
を

設
置
し

ま
す
(
小
金
支

所
に
は

、
支
所
の

移
転
時
に
設

置
し
ま
す
)
。

処
理
方
法

申
請
の
翌
日
か

休
日
の

翌
日
に
処
理
を
し
て

、

申
請
者
に
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、

窓
口
で

も
交
付
で

き
ま
す
。

申
請
で
き

る
も
の

…
住
民
票

の
写
し
、
戸

籍
謄
本
・
抄
本

申
請
者
の
範
囲
…
本
人
と
同

一
世
帯
に
属
す
る
人
(
戸
籍
の

場
合
は
同
籍
者
)
に
限
り
ま
す
。

手

数
料
・
:住

民
票
の

写

し

二
百
円
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本

=
四
百
円

出
生
届
や
婚
姻
届
な
ど
の
戸

籍
の
届
け
や
、
転
入
・
転
出

な
ど
の
届
け
は
取
り
扱
い
ま

せ
ん
。

市
民
課

申請方法

1 備え付けの申 請書( 住民 票、戸 籍謄本・

抄本) に必要 事項をご 記入く ださい。

2 返信用封筒に、あなた

の住所・氏名をお書き

ください( 返信用封筒

はご用意ください)。

3 返信用封筒に切手(62円)

を張ってください(切手

がない場合は、現金をご

用意ください)。

4 手数料をご用意ください。

住民票の写し1 通200 円

戸籍謄本1 通400 円

戸籍抄本1 通400 円

5 申請書・返信用封筒・手数料を備え付

けの専用封筒に入れ、封をしてボック

スヘ入れてください。

松戸市民の歌に

あなたの歌詞を

市
制
施
行
五
十
周
年
の
記
念

行
事
の
一
つ
と
し
て

、
市
民
の

皆
さ
ん
に
幅
広
く
歌
っ
て
い
た

だ
け
る
「
松
戸
市
民
の
歌
」
を

制
作
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

作
曲
は
、
合
唱
曲
「
落
葉
松
」

(
か
ら
ま
つ
)
な
ど
の
作
品
で
有

名
な
作
曲
家
・
小
林
秀
雄
氏
。

こ

の
歌
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

自
身
の
歌
に
な
る
よ
う
、
歌
詞

を
募
集
し
ま
す
。

松
戸
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い

て

、
「
水
と
緑
と

太
陽
と

大
地

と
人
間
愛
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
歌
詞
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

形
式
・
:新
鮮
で
す
が
す
が
し

く
、
だ
れ
も
が
歌
え
る
ま
で

、

オ
リ
ジ
ナ
ル
（
未
発
表
)
作
品
で

あ

れ

ば
形

式

・

文
字

数

と

も
自

由
で

す
(

曲
の

長

さ

は

三
~

五

分
を

予

定
)
。
歌

詞
に

は
「

松
戸

市

民
の

歌

」

と
は

別

に

、

標
題

(
題

名
)
を

付

け
て

く

だ

さ
い

。

審
査

員
:
小

林

秀
雄

氏
(

聖

徳

大

学
音

楽

科

教
授

・
音

楽

科

長

、
作

曲
家
)
、

峯

陽
氏
(
詩
否

ほ

か

数
名

賞
・
:
特
選
(
最
優

秀

賞
)
一
人
、

入

選
(
優
秀

賞
)
二
人

で

、

賞

状

と

副

賞
(
特
選

者

に
は

十
万

円

、

入

選

者
に

は

五
万

円
)
を

贈

呈

。

発

表
:
広

報

ま
つ

ど
紙

上
で

発

表作

品
は

、
場

合
に

よ

り

、

専

門

家
に

よ

っ
て

補
作

・

改

訂

し

ま
す

。

※

作

品
は

返

却

し

ま
せ

ん

。

入

選

作
に

関

す

る

著
作

権

は

市

に

帰
属

し

ま

す

。

圃
2

月
2
8
日

収
【
必

着
】

ま

で

に

、

作
品

に

住

所

・

氏
名

・

年

齢

・
性
別

・
職

業

・

連
絡

先

の

電

話

番

号

・
市

外
の

人

は

勤

務

先

名

か

通

学

校

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

根

本
三

八

七

―
五

松

戸

市

役
所

五

十
周

年

準

備

室

へ

郵

送

市
民
会
館

市

民

劇

場

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 内 容 開演時間

1/9 出
東京バレエ劇場馬橋研究所バレエ発表会

白雪姫、白鳥の湖
17 二00

惓日) アニメセンター漫画映画会 ☆ 10 二30・1∠に00

恬日) 小金高校OBニューイヤーコンサート15:00

24(日) 劇団飛行船「7匹のこやぎと狼」☆ 11:00 ・14:00

2/3 冰) 新入学おめでとう大会 14:00

※月曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

黯 市民会館 登68-1237~9 番

期 日 内 容 開演時間

1/6C 水) 大谷ピアノクラッシックコンサート☆ 18:30

10(日) 若草会ピアノ・声楽試演会 10:30

15刪 ピアノ発表会 13:00

IZ(日) ピアノ発表会 13:00

22愬 みのり台混声合唱団 18:30

23圉 ポピュラーコンサート発表会 ☆ 13:30

即日) 紫耀会日本舞踊発表会 12:00

※月 曜日は休館。☆印のついている催し物は有料です。

頽 市民劇 場昔68-0070 番

期日 1/8R まで 1/9C が~15廁 1/16 倒~29廁 1/囂卜2/5 廁

東
第44 回

千葉県美術展

入選者展

アト リ エ・

ロビン 総合

手芸作品展

松戸市制50周年

記念事業

小・中学校

絵画作文

コンクール

作品展

遠藤晃子 展

西

松戸フォト

グルッペ

写真展

松戸川柳 会

川柳作品 展

[固]社会教育課成人教育係S66-7462 番

期 日 内 容

1/5( 火卜10(日) 松戸美術会展

13伽~摺日) 松戸市小中学校造形作品展

20圉~24日 松戸市小中学校書初展

26㈲~詐日)
百星会てん刻・刻字作品展

明るい選挙習字作品展

2/3 團~八日) 子ども県展松戸地区展

※月曜日は休館。開館時間…午前10時~午後6 時
愬]文化ホールQ67-7810 番

期 日 時 間 費用 対象 会 場

1/7 困 午後3 時~

4時

無

料

3ぶ
臂
に
呉

象

六実市民センター

8刪 馬橋東市民センター

9(土)
午前10時30分~

11時30分
小金原市民センター

13圉

午後3 時~

4時

図書館本館

14困 五香市民センター

21困 常盤平市民センター

22刪 新松戸市民センター

27(水) 図書館本館

28困 松飛台市民センター

2/3 冰) 図書館本館

でんわおはなしキャラバンS63-9999 番
市立図書館Q65-5115 番

戸
定
歴
史
館

期 間 内 容

1/31(i日)まで
通常展示( 華族の婚礼調度などの工芸

品・絵画などを中心に展示)

2/2( 火)~5瀏は展示替えのため休館です。

※月曜日は休館。入館時間…午前9 時30分~午後
4時30分、入館料…大人51円・小中学生20円
戸定歴史館S62 ―2050番

松
戸
市

成
人

式

輝いています

二十歳のあなた

期
日
・
:
1
月
1
5日
(
成
人
の

日
)

会
場
・
:市
民
会
館

対
象
・
=昭
和
4
7年
4
月
2

日

~
4
8年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

で

、
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
人

内
容
…
式
典
と
記
念
講
演
会

※
当
日
は
、
会
場
周
辺
で
交
通

規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
自

動
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ

ん

。

黯
社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人

係

晉
6
6
1
7
4
6
2
番

松
戸
市
消
防
出
初
め
式

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す

期
日
…
1

月
7
日
團
午
前
1
0

時
か
ら
(
演
技
は
1
1
時
か
ら
)

会
場
…
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

内

容
・
:は
し
ご
乗
り
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
応
急

手
当
て
訓
練
、
消
防
音
楽

隊
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ド
リ
ル
、

企
業
自
衛
消
防
隊
に
よ
る

屋
内
消
火
栓
操
法
、
消
防

局
・
消
防
団
合
同
消
防
演

習
（
雨
天
の
場
合
、
式
典
の

み
を
消
防
局
講
堂
で
実
施
)

※
当
日
は
、
会
場
付
近
の

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

黯
消
防
局
総
務
課
登
6
3
-

1
1
1
1

内
線
3
1
2
番

市

役

所

は

毎
週
土
曜
日
閉
庁
し
ま
す

市
立
病
院
の
外
来
部
門
は
、
2
月
6
日
出
か
ら

毎
週
土
曜
日
が
休
診
に
な
り
ま
す

3
～
9
歳
く
ら
い
が
対
象
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